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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和６年度】 

（評価日 令和７年６月30日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県立平泉世界遺産ガイダンスセンター 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

岩手県西磐井郡平泉町伽羅楽108-1 

電話 0191-34-7377 fax0191-34-7378 

㏋ https://www.sekaiisan.pref.iwate.jp/information  

電子メール info-hiraizumigc@iwate-bunshin.jp 

設置根拠 平泉世界遺産ガイダンスセンター条例 

設置目的 

（設置：令和３年11月 20日） 

県民をはじめ広く国内外の人々の平泉世界遺産(世界遺産一覧表(世界の文化遺産及び自然遺

産の保護に関する条約第 11 条 2 に規定する一覧表をいう。)に記載された平泉の文化遺産を

いう。)その他の平泉の文化遺産に対する理解を深めることにより、これを将来の世代に継承

するとともに、文化の発展に寄与する。 

施設概要 

敷地面積、建物面積、主な施設、利用定員等 

敷地面積：8137.19㎡ 建築面積：2681.76㎡ 延床面積：2424.74㎡ 

常設展示室：444.88㎡ 企画展示室：112㎡ 

世界遺産：ガイダンス施設、柳の御所：展示、情報発信、調査研究、収蔵等 

施設所管課 
岩手県文化スポーツ部文化振興課  

（電話019-629-6488 内線（6491）、メールアドレス ak0002@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 公益財団法人岩手県文化振興事業団 

指定期間 令和５年４月１日 ～ 令和７年３月31日（２年間） 

連絡先 
岩手県盛岡市内丸13番 1号 

電話019-654-2235、fax019-625-3595 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 

・入館の許可、入館料の徴収 

・施設設備の維持管理 

・施設の利用促進（自主事業の実施、広報業務の実施等） 

職員配置、管理

体制 

 

８名（常勤換算○○名） 

（令和６年４月１日現在） 

組織図 

 

センター長―正職員（3名）―有期雇用職員(4名) （内訳） 

正職員４名、有期雇用職員４名、 

利用料金 

入館料 

一般310円（140円）、学生140円（70円）、高校生以下は無料 

※（ ）内は20名以上の団体料金 

開館時間 

4月1日～10月31日 午前9時～午後5時 

11月1日～3月31日 午前9時～午後4時

30分 

休館

日 

(1)毎月末日(12月にあっては、28日)。た

だし、その日が日曜日に当たるときはその

前々日、土曜日に当たるときはその前日(4

月にあっては、その前々日)と、4月 30日

が月曜日に当たるときは 4 月 27 日とす

る。 

(2) 12月 29日から翌年1月3日まで 

 

 

 



- 4 - 

 

 

４ 施設の利用状況     （単位：人） 

（利用者数、稼働

率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

 ５年度  ６年度  年度 期間平均 

第１四半期  4,800 5.669  5,234  

第２四半期  5,116 6,458  5,787  

第３四半期  4,147 4,382  4,264  

第４四半期  2,084 1,672  1,878  

年間計（実績）  16,147 18,181  17,164  

年間計（計画）  50,000 50,000  50,000  

 

５ 収支の状況      （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

 ５年度 ６年度  年度 期間平均 

収

入 

利用料金収入  3,293 3,843  3,568  

県委託料  77,499 76,792  77,145  

自主事業収入  0 47  24  

事業団自主財源  5,807 231  3,019  

小計  86,599 80,913  83,756  

支

出 

人件費  42,275 39,165  40,720  

維持管理費  34,150 33,244  33,697  

学芸事業費  2,302 1,145  1,723  

自主事業費  0 3  2  

一般管理費  7,872 7,356  7,614  

小計  86,599 80,913  83,756  

収支差額  0 0  0  

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 アンケート、代表メール 
実施 

主体 
指定管理者 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情0件、要望0件、その他0件 

主な苦情、要望等 対応状況 

【主な要望】 

① 看板、案内表示が小さい。駅から自転車

で来るのに道に迷った。（複数） 

 

景観条例の制限もあり、建物への施設名表示が見えづらいこと

から、企画展告知を兼ねて外壁にターポリン広告や幟広告を掲

示するなどの工夫を行った。 

②プロローグシアターの左側機器の調子が

悪いのか、タイムラグが生じたり、真っ黒

になったりする。（７月） 

 

この不具合には、日常業務の範囲でシステム再起動などの対応

をとったが、最終的に、業者に不具合調査及び調整を委託し対応

した。 

③すべての展示物を写真撮影可としてほし

い。４点が不可となっていた。(４月) 

 

所有者、製作者の意向により撮影不可の資料があり、来館者には

丁寧に説明し、御理解いただくよう努めた。 
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その他利用者からの積極的な評価等 

・とても分かりやすい展示だった。音声ガイドが使いやすかった。 

・見せる工夫があちらこちらにうかがえて、大変面白く学べた。 

・全体的にきれいで良かった。 

・中尊寺に行く事前学習のために来たが、わかり易く興味深く展示してあり、良かった。 

・展示数が多すぎる。半分で良い。 

・とてもきれいに、平泉の遺跡遺産の全容がわかりやすく、このまま維持していってほしい。 

・教科書からだけでは分からない平泉について知ることができました。 

・写経が体験できるグッズがよく考えれていると思った。金・銀のインクで書けるのが、（アイディアが）新し

いと思った。 

・静かに観覧できました。心が落ち着く。 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

管理業務等 1) 公の施設としての公共性を有す

ることを十分に理解し、管理業務等

にあたっては、その趣旨に則って実

施する。 

2) 県民の平等な利用の確保を図

る。 

関係法令を遵守し、利用者が公平

に安全安心に施設の利用ができるよ

う、適正に施設設備の管理運営を行

った。 

Ｂ 

3)設置目的を効率的かつ効果的に達 

成 

施設内の温湿度管理等適切な状態

を維持管理しながら、空調設備の設

定等を工夫し、光熱水費の節減に努

めた。 

また、多種多様な事業を実施し利

用促進に努めた。 

施設の利用状況 

 

1)目標値の達成 

目標値である年間利用者数50,00

人 

 

入館者数は18,181 人 であり、前

年度を 13％上回ったが、目標を達成

できなかった。 

Ｂ 

2 )上記目標値に向けた取組み  金色堂建立 900 年を記念した企画

展を開催し、SNSを中心とした情報発

信に努め、来館者増に取り組んだ。 

3)施設利用促進に係る広報等の実施 平泉及びその周辺地域の魅力、企画

展示や体験学習、講座等の各種情報

等を館内掲示及びHP掲載等の方法を

用いて国内外に発信した。 

使用の許可、利用料金の徴 

収等状況 

1)入館許可及び入館料徴収等の適切 

な実施 

入館許可及び入館料の徴収等の業務

について、平泉世界遺産ガイダンス

センター条例等に基づき適正に行っ

た。 

Ｂ 

2)入館券の適正な管理 券売機による管理を適切に行った。 

会計業務の状況 

 

適正な会計業務（収入・支出・契約

等）の執行 

関係規程等に基づき適正に執行し

た。 

Ｂ 
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施設の維持管理状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)施設設備の維持管理等業務の適切 

な実施 

 

 

 

 

 

 

 

日常点検を励行するとともに、施

設設備の保守点検、修繕等適切な維

持管理に努め、利用者に安全で快適

な環境を提供した。 

また、委託業務の業務進捗状況や

完了状況について把握するため、委

託業者との定期的な口頭確認、必要

に応じて現地確認を行う等、適切な

管理を行った。 

 

2)公有財産の適切な管理 

 

 

 

 

委託業者と連携し、定期的に巡回

を行い、異常箇所については速やか

に改善措置を講じた。 

また、必要に応じて県に報告、情報

共有し、施設設備の適切な維持管理

に努めた。 

3)備品について備品台帳との整合性 

を図る 

備品台帳との突合を行い、適切に管

理した。 

記録等の整理・保管 

 

 

各種帳票書類の適正な整理保管 

 

 

各種点検等の記録については、種別

毎に整理し保存年限を遵守して適正

に管理した。 

Ｂ 

自主事業等の取組み 

 

施設の設置目的に沿った、利用促進

に繋がる方策に基づく事業の実施 

 

えさし郷土文化館、滝沢市埋蔵文

化財センターと連携し、企画展及び

シンポジウム等を実施した。 

また、図録の無料頒布や世界遺産

平泉に関する書籍の販売、事前申し

込み不要の体験型事業の実施など、

利用者サービスの充実を図った。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 有料化２年目であったことや観光客がコロナ禍から戻り切れていないことから、利用者数は目標値を

大幅に下回ったが、多様な自主事業（体験講座）等に取り組まれたことは評価できる。 

・改善を要する点 

特になし 

Ｂ 

 

 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 各業務に適した職員及び必要な有

資格者の適正な配置 

施設の適正な管理のため、再委託

業務も含め、有資格者及び必要な人

員を配置した。 

Ｂ 

苦情、要望対応体制 利用に関する各種問い合わせや要

望及びトラブル等の適切な対応 

来館者からの苦情に対する適切な

対処、拾得物を発見した際に適切な

対処を行った。 

Ｂ 

危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

災害時・緊急時の対応や、防犯・防

災対策として、マニュアルの作成や

訓練の実施 

 特にも、施設設置地域は、浸水が予

想される区域となっており、洪水時

の収蔵庫の保管物品の２階への移動

や、他の施設への避難が迅速に行な

われるよう、訓練等を毎年実施する

等の対策を講じること。 

緊急事態等を想定した訓練等を定

期的に実施した（止水板設置訓練、放

水訓練、普通救命講習、総合消防訓練

等）。 

Ｂ 
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コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

基本協定に基づく秘密の保持、個人

情報保護及び法令遵守の確保個人情

報に関する書類の適切な保管管理 

「コンプライアンスマニュアル」「個

人情報保護規程」「個人情報保護要

綱」に基づき対応した。 

Ｂ 

県、関係機関等との連携体

制 

基本協定に基づく関係機関等との協

力連携及び良好な関係の維持 

 

県と日常的に報告・連絡を行うこと

により、情報の共有化に努めた。 

また、市町村等が実施するガイド養

成事業等への協力を行い、各観光事

業者との良好な関係を維持した。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 概ね適正に運営されていると認められる 

・改善を要する点 

特に無し 

Ｂ 

 

 

 

(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 サービス向上のための研修等の実施 

 

館内会議や解説スタッフへの企画展

研修を実施し、情報共有及び施設の

管理運営について意見交換を行っ

た。 

利用者の声について、スタッフ日誌

により速やかに全職員で情報共有

し、サービス向上に役立てた。 

Ａ 

利用者サービス 利用者サービス向上に向けた方策に 

基づく、適切な利用者サービスの実

施 

 

学芸員又は解説スタッフが常駐し、

利用者の要望に合わせた解説の実

施、個人等からの質問に対応した。 

Ｂ 

利用者アンケート等 1)利用者アンケートや意見箱の設置 

による利用者ニーズの把握 

2)アンケート結果に基づく業務改善 

 

1)入館者を対象としたアンケートを

実施し、利用者のニーズ把握に努め

た。 

2)意見、要望については全職員で共

有し、迅速に対応案を検討し実施し

た。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 職員研修を定期的に実施しコンプライアンスの確立に努められたほか、業務に係る職場内研修を実施

し、職員の世界遺産の価値に対する造詣を深めることに寄与していると認められる。 

・改善を要する点 

アンケートの内容について、更に、設問等について検討のうえ、来訪者の増加策についての検討材料

となるよう工夫していただきたい。 

Ｂ 

 

 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 管理運営計画における収支の積算に 

対する適正な収支実績 

 

管理運営計画に基づき、効率的な業

務執行に努め、適正な管理運営を行

った。 

Ｂ 
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指定管理者の経営状況 経営基盤の安定及び計画に沿った管 

理能力 

 

当事業団は、行政の補完的役割を担

う公益法人として、埋蔵文化財、歴史

に関する資料収集、展示事業を目的

の一つとして設置された法人であ

り、管理運営を行う能力を十分に有

するとともに、経営可能な財政基盤

を確保している。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 安定した経営がなされていると認められる 

・改善を要する点 

特になし 

Ｂ 

 

 

 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理が

なされている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

 岩手県及び平泉町が刊行している観光パンフレットには、全て当館情報を掲載していただいた。平泉町に協

力を依頼し、平泉町観光キャラバンにおいて当館のPRを積極的に行っていただいている。 

 観光目的の来館者が多い施設であるが、講演会の回数を増やすことで、リピーターや世界遺産平泉のファン

を増やすことに取り組んだ。 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

 ホームページが県管理のサーバーにあるため、指定管理者が直接作業できず、迅速な編集が出来ない状況で

ある。 

 

③ 県に対する要望、意見等 

 ・ホームページを指定管理者が操作できるように整備していただきたい。 

 ・柳之御所遺跡側の入り口に、施設名の切り文字看板を設置していただきたい。 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

有料化して間もない施設であるが、社会情勢や利用者ニーズを的確に把握し、利用促進につながる取り組み

を積極的に行っていただいた。 

② 県の対応状況について（自己評価） 

ガイダンスセンターは、「平泉の文化遺産」周遊の出発点（ゲイトウエイ）として、個々の構成資産を訪問す

る契機を提供する施設であり、中尊寺や毛越寺を訪れる前に、来館いただき、世界遺産としての価値を理解した

うえで、体感いただくような観光ルートについて、指定管理者と連携して構築するよう努めた 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

次期指定管理料の積算にあたっては、働き方改革に沿った適正な職員配置や電気料等の物価変動に適切に対

応した水準、更には、経年による建物の劣化に適正に対応できる指定管理料となるよう検討する。 
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９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

特に無し 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 

 

 


